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白山排水区白山浦幹線433～455管更生工事

既設断面　φ1350mm

数量計算書【集計表】

令和　6年　5月

1
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製管工

更生材料
ストリップ 既設管径φ 製管内径φ ｍ

製管
製管工 ｍ
ストリップ接続工 箇所

充てん
管内注入管材 箇所
支保材 箇所
注入管・排管取付工 スパン
取付管口仮穿孔工 箇所
浮上対策工・支保工設置撤去工 箇所
注入工 m3
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日

仕上げ
本管口仕上げ工(上下流２箇所) 箇所
取付管口仕上げ工 箇所
マンホール底部仕上げ工（上下流人孔） ㎡
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 （上下流２箇所） 箇所

仮設備
仮設備設置撤去工 回
仮製管作成工 回
製管機搬入組立工 回
製管機撤去工 回

機械器具損料
製管ユニット時間当たり器具損料 時間
製管ユニット供用日当たり器具損料 日
製管ゲージ時間当たり器具損料 時間
製管ゲージ供用日当たり器具損料 日
発動発電機日当たり器具損料 日
発動発電機供用日当たり器具損料 日

換気工
換気設備工
送風機運転工（直工） 日
送風機運転工（準備工） 日

付帯工
本管洗浄工 施工延長60m超え ｍ

日）
管きょ内目視調査工 施工延長500m以下 式

日）

管内接合工
接合部仕上げ工 箇所
内面バンド設置工 箇所

止水工
本管止水工 Y字管工 ｍ
取付管口止水工（φ150mm） Y字管工 ｍ

交通管理工
交通誘導員 配置人員（交代要員含む） 4 人 人

（作業日数 2.1

（作業日数 1.0

138.0

2
2

31.0
3.5

106.0
2.3

1

12
2
12
2

0
0

4
25
0
4

127.05

2
2
2
2

φ150 78
φ200 38
φ250 0

0
28
2
25
28
24

3

既設管φ1350集計表【補助】

1350 1250 3619.84

C6-140-12

127.05
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取付管内止水工（φ150mm） パッカー工 箇所
取付管内止水工（φ200mm） パッカー工 箇所

日）
取付管更生工（サイドライナー工法）

φ150 t=5.0mm L=3.5m（3.26～3.75m） 箇所

φ150 t=5.0mm L=6.5m（6.26～6.75m） 箇所

φ200 t=7.0mm L=2.0m（1.76～2.25m） 箇所

φ200 t=7.0mm L=3.5m（3.26～3.75m） 箇所

φ200 t=7.0mm L=4.0m（3.76～4.25m） 箇所

φ200 t=7.0mm L=4.5m（4.26～4.75m） 箇所

φ200 t=7.0mm L=6.0m（5.76～6.25m） 箇所

日）
日）

前処理工

支障物撤去工（準備費）
モルタル除去工 箇所

日）
換気工

送風機運転工（直工） 日
送風機運転工（準備工） 日

交通管理工（直接工事費）
交通誘導員 配置人員（交代要員含む） 4 人 人

5

2
【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=5.5m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=6.0m 硬化性樹脂 W=(4.5+0.3)*3.0=14.40kg 管口仕上剤 W=1.24kg】

1
【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=7.0m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=7.5m 硬化性樹脂 W=(6.0+0.3)*3.0=18.90kg 管口仕上剤 W=1.24kg】

1
【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=4.5m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=5.0m 硬化性樹脂 W=(3.5+0.3)*3.0=11.40kg 管口仕上剤 W=1.24kg】

1
【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=5.0m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=5.5m 硬化性樹脂 W=(4.0+0.3)*3.0=12.90kg 管口仕上剤 W=1.24kg】

【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=3.0m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=3.5m 硬化性樹脂 W=(2.0+0.3)*3.0=6.90kg 管口仕上剤 W=1.24kg】

既設管φ1350集計表【単独】

13

0.5

2
【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=4.5m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=5.0m 硬化性樹脂 W=(3.5+0.3)*2.4=9.12kg 管口仕上剤 W=0.93kg】

1
【ｻｲﾄﾞﾗｲﾅｰﾎｰｽ L=7.5m ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾎｰｽ L=8.0m 硬化性樹脂 W=(6.5+0.3)*2.4=16.32kg 管口仕上剤 W=0.93kg】

1.5

1

16.0

（うち管内作業日数 0.5

（作業日数 1.3

2

（作業日数 0.6

（作業日数 2.0
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白山排水区白山浦幹線433～455管更生工事

既設断面　φ1350mm

433路線

1
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製管工

更生材料
ストリップ 既設管径φ 製管内径φ ｍ

製管
製管工 ｍ
ストリップ接続工 箇所

充てん
管内注入管材 箇所
支保材 箇所
注入管・排管取付工 スパン
取付管口仮穿孔工 箇所
浮上対策工・支保工設置撤去工 箇所
注入工 m3
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日

仕上げ
本管口仕上げ工(上下流２箇所) 箇所
取付管口仕上げ工 箇所
マンホール底部仕上げ工（上流人孔） ㎡
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 （上下流２箇所） 箇所

仮設備
仮設備設置撤去工 回
仮製管作成工 回
製管機搬入組立工 回
製管機撤去工 回

機械器具損料
製管ユニット時間当たり器具損料 時間
製管ユニット供用日当たり器具損料 日
製管ゲージ時間当たり器具損料 時間
製管ゲージ供用日当たり器具損料 日
発動発電機日当たり器具損料 日
発動発電機供用日当たり器具損料 日

換気工
換気設備工
送風機運転工（直工） 本管更生工 ＋ 止水工 日
送風機運転工（準備工）本管洗浄工・管きょ内調査工は別途算出 日

管内接合工
接合部仕上げ工 箇所
内面バンド設置工 箇所

止水工
本管止水工 Y字管工 ｍ

日）
取付管口止水工（φ150mm） Y字管工 ｍ

日）

13.13 3.8

1

16

6

0
0

14

1

0.0

1

1350

2
16
0

17.0

1
1

6

1

1250

φ150
φ200 30

50

2

φ250 0

2119.173

74.55

16

16
1

C6-140-12

2

433路線【補助】

55.1

0.9
3.7（作業日数

（作業日数 0.1

0

1

1

設計書_R6-西下第17号-白山排水区白山浦幹線433～455管更生工事



取付管内止水工（φ150mm） パッカー工 箇所
取付管内止水工（φ200mm） パッカー工 箇所

日）
取付管更生工（サイドライナー工法）

φ150 t=5.0mm L=6.5m（6.26～6.75m） 箇所
φ200 t=7.0mm L=4.0m（3.76～4.25m） 箇所
φ200 t=7.0mm L=4.5m（4.26～4.75m） 箇所
φ200 t=7.0mm L=6.0m（5.76～6.25m） 箇所

前処理工

支障物撤去工（準備費）
モルタル除去工 箇所

4

433路線【単独】

0

（作業日数 0.3

4

1
1
2
1
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基本条件
既設管径 ㎜

Ｌ 製管延長合計 ｍ
スパン１ ｍ

施工スパン数 1

ストリップ計上延長（Ｌ＋0.5×2） ｍ

ストリップ
製管内径 ㎜
製管ゲージ
ストリップ種類 （原則、Cタイプを使用）
ストリップ高さ　ｈ ㎜
有効幅　Ｗ ㎜
厚さ　ｔ ㎜
中立軸高さ　Ｙｇ ｍ
１ドラム当たりのストリップ延長 ｍ

製管
製管外径 ㎜
管長１ｍ当たりのストリップ長さ ｍ/ｍ

製管速度 ｍ/分

１日当たりの製管延長 ｍ/日

初日に使用するドラム数　ＤＦ 個

１日に使用するドラム数　Ｄ１ 個

充てん
管内注入管材　（スパン毎製管延長が、審査証明の施工延長を超える場合必要） 箇所

浮上対策工
設置箇所数 箇所

供用日数 日/箇所

止水セメント厚さ ｍ
１日あたり注入量 m3/日

割増率　α
取付管 箇所

取付管 箇所

取付管 箇所

取付管合計箇所数 箇所

取付管用止水プラグ損料 供用日

仕上げ
管口仕上げ時 設置撤去工 箇所

管口仕上時バイパス堰 供用日数 日
本管口仕上工 箇所

マンホール底部仕上げ

支保工

2023積算資料P45~48

2023積算資料P26

2023積算資料P15
28.05
0.427

2023積算資料P8

25.0

2023積算資料P352

2023積算資料P41,42
0.375

2023積算資料P21

2.3

2.98

2023積算資料P23

2023積算資料P45~48

16

16

1.10

2023積算資料P2~3
2023積算資料P2~3
2022.11協会問い合わせ

0.375

2023積算資料P28

2022.11協会問い合わせ

2023積算資料P15

0

3.00 2023積算資料P28

バイパス堰

10
6

2

0.05

80

1350

74.55
74.55

昼間施工

1250

C6-140-12

2023積算資料P9

スパン

2021積算資料P9

2023積算資料P8

Set6

75.55

0.01140

2023積算資料P8

φ250

注入管・排水管取付時バイパス堰 2023積算資料P33

φ150
φ200

支保工

3.0

184

1300

140.0

950

2023積算資料P9

2023積算資料P8
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上流マンホール　内径d1 ｍ 当初未計上
下流マンホール　内径d2 ｍ 当初未計上

機械器具損料
１日あたり製管時間 時間

供用日係数 1.00 2023積算資料P54
6 2023積算資料P54
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数量計算

1.ストリップ延長 2023積算資料P9

ストリップ延長は、次式により算出する。

※ストリップ延長は、管路延長＋余長1.0ｍ（端部0.5×2）とし、スパン毎に計上する。

ｌ＝π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ

ｌ：ストリップ延長（ｍ） ストリップ種類

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌ＝ π × × （ ＋ 1.0 ） ÷

= ｍ （小数点第４位四捨五入）

2.ストリップジョイナー使用量（ストリップ接続工） 2023積算資料P20

ストリップ接続箇所数は、次式により算出する。

１）通常施工（分割施工しない場合）

Ｊ＝（π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ）÷ｌＤ－１＋（ｎ－１）

※端数切り上げ整数とする。

　製管日数ｎ＝１でストリップ接続箇所数Ｊが０以下となった場合は、Ｊ＝０とする。

２）分割施工する場合

Ｊ＝（π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ）÷ｌＤ－１

※端数切り上げ整数とする。

　製管日数ｎ＝１でストリップ接続箇所数Ｊが０以下となった場合は、Ｊ＝０とする。

ｊ：ストリップ接続箇所数（箇所） ストリップ種類 C6-140-12

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌＤ：１ドラム当りストリップ延長（ｍ） １ドラム当りストリップ延長　ｌＤ ｍ

ｎ：製管日数（日）＝仮設備設置撤去回数 製管日数　ｎ 日

・通常施工（分割施工しない場合）のストリップ接続箇所数

Ｊ＝ （ π × × （ ＋ 1 ） ÷ ）÷

－ 1 ＋ （ 1 － 1 ）

= ≒ （端数切上整数）

・分割施工する場合のストリップ接続箇所数

Ｊ＝ （ π × × （ ＋ 1 ） ÷ ）÷ － 1

= ≒ （端数切上整数）

※施工延長が2021積算資料p63 表5-11-1の施工延長を超える場合に任意で適用

C6-140-12

1

2

0.140

950

1.250 74.55

2119.173

950

74.55

74.55 0.140

1.231 2

箇所

箇所

0.140

1.231

9501.250 74.55

0.140

1.250

1.250

0.140

1.250

74.55
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3.製管日数（仮設備設置撤去回数） 2023積算資料P44

製管日数は次式により算出する。

ｎ＝｛（ｌ÷ｌＤ）－ＤＦ｝÷Ｄ１＋１日

ｎ：製管日数（日） ストリップ種類

ｌ：ストリップ延長（ｍ） ストリップ延長　ｌ ｍ

ｌＤ：１ドラム当りストリップ延長（ｍ） １ドラム当りストリップ延長　ｌＤ ｍ

ＤＦ：初日に使用するドラム数（個） 初日に使用するドラム数　ＤＦ 個

Ｄ１：１日に使用するドラム数（個） １日に使用するドラム数　Ｄ１ 個

製管日数は

ｎ ＝ ｛ （ ÷ ） － ｝ ÷ ＋ 1

＝ ≒ 日 （端数切上整数）

4.注入工

注入工の数量は、次式により算出する。 2023積算資料P28

Ｑ＝π｛Ｄ２－（ｄ＋Ｙｇ×２）２×Ｌ×α÷４

Ｑ：充てん材体積（ｍ３） ストリップ種類

Ｄ：既設管径（ｍ） 既設内径　Ｄ ｍ

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｙｇ：中立軸高さ（ｍ） 中立軸高さ　Ｙｇ ｍ

Ｌ：管路延長（ｍ） 管路延長　Ｌ ｍ

α：割増率（1.10を標準とする。） 割増率　α

注入工の数量は

Ｑ ＝ π × ｛ 2 － （ ＋ × 2 ） 2 ｝

× × ÷ 4

＝ ≒ m3 （端数切上整数）

注入工日数 ＝ Ｑ ÷ １日あたり注入量 ＝ ÷

＝ ≒ 日 （端数切上整数） ※注入最低日数 4 日

5.管口仕上工

5-1　注入管・排管取付工における止水セメントの数量は、次式により算出する。 2023積算資料P23

Ｖ＝π（Ｄ2－ｄ2）×ｔ÷4

Ｖ：止水セメント体積（m3/箇所）

Ｄ：既設管径（ｍ） 既設管径　Ｄ ｍ

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｔ：止水セメント厚さ（ｍ） 止水セメント厚さ　ｔ ｍ

Ｖ ＝ π （ 2 － 2 ） × ÷ 4

＝ m3/箇所 （小数点第４位四捨五入）

5-2　本管口仕上における止水セメントの数量は、5-1の方法と同様に算出する。 2023積算資料P36

Ｖ ＝ m3/箇所 （小数点第４位四捨五入）

C6-140-12

C6-140-12

13.0411 3.00

4.3470 5

13.0411

2.98

1

2119.173

14

0.010

0.0114

74.55 1.1

1.10

1.350 1.25

0.010

0.050

0.977

1.250

0.01140

1.350

2.3

1.250

74.55

1.350

1.350

1.250

0.050

950

2119.173 950 2.3 2.98
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6.マンホール底部仕上工

マンホール底部仕上工の数量は、次式により算出する。 2023積算資料P40

※１か所目（MHNo.162830990）　当初未計上

Ａ2＝（π×ｄ1
2÷4－ｄ×ｄ1）＋（π×ｄ÷2×ｄ1）

Ａ2：上塗りモルタル面積（㎡）

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｄ1：マンホール内径（ｍ） マンホール内径　ｄ1 ｍ

Ａ2＝ （ π × 2 ÷ 4 － × ）

＋ （ π × ÷ 2 × ）

＝ ㎡ （小数点第４位四捨五入）

Ⅴ２＝Ａ２×ｈ

Ｖ2：上塗りモルタル体積（m3）

ｈ：ストリップ高さ（ｍ） ストリップ高さ ｍ

※２か所目（MHNo.162831000）　当初未計上

Ａ2＝（π×ｄ1
2÷4－ｄ×ｄ1）＋（π×ｄ÷2×ｄ1）

Ａ2：上塗りモルタル面積（㎡）

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｄ1：マンホール内径（ｍ） マンホール内径　ｄ2 ｍ

Ａ2＝ （ π × 2 ÷ 4 － × ）

＋ （ π × ÷ 2 × ）

＝ ㎡ （小数点第４位四捨五入）

Ⅴ２＝Ａ２×ｈ

Ｖ2：上塗りモルタル体積（m3）

ｈ：ストリップ高さ（ｍ） ストリップ高さ ｍ

7.仮製管作成工　ストリップ延長

仮製管延長は、1m分計上する。 2023積算資料P50

ｌ＝π×ｄ×Ｌ÷Ｗ 2023積算資料P9

ｌ：仮製管ストリップ延長（ｍ） ストリップ種類

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌ＝ π × × ÷

= ｍ （小数点第４位四捨五入）

0.140

1.250 0.140

28.050

C6-140-12

1.00

1.250

1.00

1.250

0.000

0.000 1.250 0.000

1.250 0.000

0

0.025

0

0.025

1.250

0.000

0.000 0.0001.250

0.0001.250
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8.機械器具損料 2023積算資料P54

製管ユニット時間当たり器具損料（時間）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×１日当たり製管時間（６時間）

＝ 1 × 1 × 6 ＝ 時間

製管ユニット供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

製管ゲージ時間当たり器具損料（時間）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×１日当たり製管時間（６時間）

＝ 1 × 1 × 6 ＝ 時間

製管ゲージ供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

発動発電機日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）

＝ 1 × 1 ＝ 日

発動発電機供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

6

1

6

1

1

1
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ＳＷライナー工法 日進量算定表 2023積算資料P56

本管洗浄工 2023積算資料P57
本管洗浄工

別途算出(全ｽﾊﾟﾝ合算延長)
標準作業量 80 70 60

― 施工延長 ｍ 既設管径 ㎜ 全ｽﾊﾟﾝ合算施工延長60ｍ以下は1日計上

管渠内調査工 2023積算資料P57
管きょ内目視調査工

別途算出(全ｽﾊﾟﾝ合算延長)
標準作業量

― 施工延長 ｍ

製管機準備工・製管工 2023積算資料P44

製管準備・製管工

1.00日

ストリップ接続工 2023積算資料P20

ストリップ接続工 ストリップ接続工 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

0.20日

製管機撤去工

製管機撤去工 製管機撤去工 回 1日当たり回数 回/日

0.13日

管内接続工 2023積算資料P60~61

接合部仕上工 既設管径 mm ｍ 1日当たり箇所数 3 箇所

0.00日

内面バンド設置工 既設管径 mm 標準施工延長 ｍ 1日当たり箇所数 4 箇所

0.00日

取付管仮穿孔工 2023積算資料P24~25

取付管仮穿孔工 取付管 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

2.00日

注入管・排水管取付工（管口・管内） 2023積算資料P33~34
取付時バイパス堰設置撤去工

（管口）
取付時バイパス堰設置撤去工（管口） 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

2023積算資料P22
注入管・排水管取付工

（管口）
2.0 3.0 4.0

0.38日 施工スパン数 1

注入管・排水管取付工
（管内）

0.00日

浮上対策工 2023積算資料P26

支保工 支保工設置撤去工（管口） 箇所

0.67日 1日当たり箇所数 箇所

充てん工 2023積算資料P27~28

充てん工 注入量 m3 1日当たり注入量 m3/日

5.00日 ※充てん日数の最小日数は 日（2022.12協会問い合わせ）

管口仕上げ時止水プラグ又はバイパス堰設置撤去工 2023積算資料P41~42
管口仕上時バイパス堰設置撤

去工
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

仕上げ工 2021積算資料P35~38

本管口仕上工 2.0 3.0 4.0

0.75日 管口仕上 箇所

取付管口仕上工 取付管 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

2.00日

2023積算資料P39

マンホール底部仕上工 マンホール底部仕上 ㎡ 1日当たり作業面積 ㎡/日

0

合計

13.13

74.55

500 ｍ/日

全ｽﾊﾟﾝ合算施工延長500ｍ以下は1日計上

4.00

120

24

13.0411

1

1000以上 ｍ/日

74.55

2.00 10

900㎜未満 ｍ/日 900～1000未満 ｍ/日

1350

標準作業量
(止水ｾﾒﾝﾄ）

16 8

2

時間 0.02超え

4

0.01m3以下 時間

8

16 8

0 3.0

2

4

1000未満

0.01超え0.02以下

3.00

1350

時間

2

1500以上

時間

スパン

16

時間 1000以上1500未満 時間

120

標準作業量
(既設管径）

標準施工延長1350
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白山排水区白山浦幹線433～455管更生工事

既設断面　φ1350mm

455路線

1
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製管工

更生材料
ストリップ 既設管径φ 製管内径φ ｍ

製管
製管工 ｍ
ストリップ接続工 箇所

充てん
管内注入管材 箇所
支保材 箇所
注入管・排管取付工 スパン
取付管口仮穿孔工 箇所
浮上対策工・支保工設置撤去工 箇所
注入工 m3
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日
取付管用止水プラグ 延べ供用日数 日

仕上げ
本管口仕上げ工(上下流２箇所) 箇所
取付管口仕上げ工 箇所
マンホール底部仕上げ工（上流人孔） ㎡
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 （上下流２箇所） 箇所

仮設備
仮設備設置撤去工 回
仮製管作成工 回
製管機搬入組立工 回
製管機撤去工 回

機械器具損料
製管ユニット時間当たり器具損料 時間
製管ユニット供用日当たり器具損料 日
製管ゲージ時間当たり器具損料 時間
製管ゲージ供用日当たり器具損料 日
発動発電機日当たり器具損料 日
発動発電機供用日当たり器具損料 日

換気工
換気設備工
送風機運転工（直工） 本管更生工 ＋ 止水工 日
送風機運転工（準備工）本管洗浄工・管きょ内調査工は別途算出 日

管内接合工
接合部仕上げ工 箇所
内面バンド設置工 箇所

止水工
本管止水工 Y字管工 ｍ

日）
取付管口止水工（φ150mm） Y字管工 ｍ

日）

10.12 3.5

3.4
1.4

50.9

14.0
0.0

（作業日数

1

0
0

1
1

6
1

1
1

9
0
2

1
1

6

φ150 28
φ200 8
φ250 0

455路線【補助】

1

0
12
1
9

（作業日数 0.1

1350 1250 1500.671

C6-140-12

52.50

12
10

2
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取付管内止水工（φ150mm） パッカー工 箇所
取付管内止水工（φ200mm） パッカー工 箇所

日）
取付管更生工（サイドライナー工法）

φ150 t=5.0mm L=3.5m（3.26～3.75m） 箇所
φ200 t=7.0mm L=2.0m（1.76～2.25m） 箇所
φ200 t=7.0mm L=3.5m（3.26～3.75m） 箇所

前処理工

支障物撤去工（準備費）
モルタル除去工 箇所

（作業日数 0.3

1

455路線【単独】

2

1
2

1

9

設計書_R6-西下第17号-白山排水区白山浦幹線433～455管更生工事



基本条件
既設管径 ㎜

Ｌ 製管延長合計 ｍ
スパン１ ｍ
スパン２ ｍ
スパン３ ｍ
スパン４ ｍ
スパン５ ｍ

施工スパン数 1

ストリップ計上延長（Ｌ＋0.5×2） ｍ

ストリップ
製管内径 ㎜
製管ゲージ
ストリップ種類 （原則、Cタイプを使用）
ストリップ高さ　ｈ ㎜
有効幅　Ｗ ㎜
厚さ　ｔ ㎜
中立軸高さ　Ｙｇ ｍ
１ドラム当たりのストリップ延長 ｍ

製管
製管外径 ㎜
管長１ｍ当たりのストリップ長さ ｍ/ｍ

製管速度 ｍ/分

１日当たりの製管延長 ｍ/日

初日に使用するドラム数　ＤＦ 個

１日に使用するドラム数　Ｄ１ 個

充てん
管内注入管材　（スパン毎製管延長が、審査証明の施工延長を超える場合必要） 箇所

浮上対策工
設置箇所数 箇所

供用日数 日/箇所

止水セメント厚さ ｍ
１日あたり注入量 m3/日

割増率　α
取付管 箇所

取付管 箇所

取付管 箇所

取付管合計箇所数 箇所

取付管用止水プラグ損料 供用日

仕上げ
管口仕上げ時 設置撤去工 箇所

管口仕上時バイパス堰 供用日数 日
本管口仕上工 箇所

マンホール底部仕上げ

0.375
2 2023積算資料P35

9
36 2023積算資料P21

バイパス堰 2 2023積算資料P41,42

φ150 7
φ200 2
φ250 0

0.05 2023積算資料P23
3.00 2023積算資料P28
1.10 2023積算資料P28

支保工 12 2023積算資料P26
注入管・排水管取付時バイパス堰 0.375 2023積算資料P33

支保工

2.98 2023積算資料P45~48

0 2022.11協会問い合わせ

2.3 2023積算資料P45~48

0.427 2023積算資料P15
184 2023積算資料P15

0.01140 2023積算資料P8
950 2023積算資料P9

1300
28.05 2023積算資料P9

25.0 2023積算資料P8
140.0 2023積算資料P8
3.0 2023積算資料P8

C6-140-12 2022.11協会問い合わせ

Set6 2023積算資料P2~3

スパン

53.50 2021積算資料P9

1250 2023積算資料P2~3

1350
昼間施工

52.50
52.50
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上流マンホール　内径d1 ｍ 当初未計所
下流マンホール　内径d2 ｍ 当初未計所

機械器具損料
１日あたり製管時間 時間

供用日係数 1.00 2023積算資料P54
6 2023積算資料P54
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数量計算

1.ストリップ延長 2023積算資料P9

ストリップ延長は、次式により算出する。

※ストリップ延長は、管路延長＋余長1.0ｍ（端部0.5×2）とし、スパン毎に計上する。

ｌ＝π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ

ｌ：ストリップ延長（ｍ） ストリップ種類

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌ＝ π × × （ ＋ 1.0 ） ÷

= ｍ （小数点第４位四捨五入）

2.ストリップジョイナー使用量（ストリップ接続工） 2023積算資料P20

ストリップ接続箇所数は、次式により算出する。

１）通常施工（分割施工しない場合）

Ｊ＝（π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ）÷ｌＤ－１＋（ｎ－１）

※端数切り上げ整数とする。

　製管日数ｎ＝１でストリップ接続箇所数Ｊが０以下となった場合は、Ｊ＝０とする。

２）分割施工する場合

Ｊ＝（π×ｄ×（Ｌ＋1）÷Ｗ）÷ｌＤ－１

※端数切り上げ整数とする。

　製管日数ｎ＝１でストリップ接続箇所数Ｊが０以下となった場合は、Ｊ＝０とする。

ｊ：ストリップ接続箇所数（箇所） ストリップ種類 C6-140-12

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌＤ：１ドラム当りストリップ延長（ｍ） １ドラム当りストリップ延長　ｌＤ ｍ

ｎ：製管日数（日）＝仮設備設置撤去回数 製管日数　ｎ 日

・通常施工（分割施工しない場合）のストリップ接続箇所数

Ｊ＝ （ π × × （ ＋ 1 ） ÷ ）÷

－ 1 ＋ （ 1 － 1 ）

= ≒ （端数切上整数）

・分割施工する場合のストリップ接続箇所数

Ｊ＝ （ π × × （ ＋ 1 ） ÷ ）÷ － 1

= ≒ （端数切上整数）0.580 1 箇所

1.250 52.50 0.140 950

※施工延長が2021積算資料p63 表5-11-1の施工延長を超える場合に任意で適用

0.580 1 箇所

1

1.250 52.50 0.140 950

52.50

0.140

950

1.250

1500.671

1.250 52.50 0.140

52.50

0.140

C6-140-12

1.250
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3.製管日数（仮設備設置撤去回数） 2023積算資料P44

製管日数は次式により算出する。

ｎ＝｛（ｌ÷ｌＤ）－ＤＦ｝÷Ｄ１＋１日

ｎ：製管日数（日） ストリップ種類

ｌ：ストリップ延長（ｍ） ストリップ延長　ｌ ｍ

ｌＤ：１ドラム当りストリップ延長（ｍ） １ドラム当りストリップ延長　ｌＤ ｍ

ＤＦ：初日に使用するドラム数（個） 初日に使用するドラム数　ＤＦ 個

Ｄ１：１日に使用するドラム数（個） １日に使用するドラム数　Ｄ１ 個

製管日数は

ｎ ＝ ｛ （ ÷ ） － ｝ ÷ ＋ 1

＝ ≒ 日 （端数切上整数）

4.注入工

注入工の数量は、次式により算出する。 2023積算資料P28

Ｑ＝π｛Ｄ２－（ｄ＋Ｙｇ×２）２×Ｌ×α÷４

Ｑ：充てん材体積（ｍ３） ストリップ種類

Ｄ：既設管径（ｍ） 既設内径　Ｄ ｍ

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｙｇ：中立軸高さ（ｍ） 中立軸高さ　Ｙｇ ｍ

Ｌ：管路延長（ｍ） 管路延長　Ｌ ｍ

α：割増率（1.10を標準とする。） 割増率　α

注入工の数量は

Ｑ ＝ π × ｛ 2 － （ ＋ × 2 ） 2 ｝

× × ÷ 4

＝ ≒ m3 （端数切上整数）

注入工日数 ＝ Ｑ ÷ １日あたり注入量 ＝ ÷

＝ ≒ 日 （端数切上整数） ※注入最低日数 4 日

5.管口仕上工

5-1　注入管・排管取付工における止水セメントの数量は、次式により算出する。 2023積算資料P23

Ｖ＝π（Ｄ2－ｄ2）×ｔ÷4

Ｖ：止水セメント体積（m3/箇所）

Ｄ：既設管径（ｍ） 既設管径　Ｄ ｍ

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｔ：止水セメント厚さ（ｍ） 止水セメント厚さ　ｔ ｍ

Ｖ ＝ π （ 2 － 2 ） × ÷ 4

＝ m3/箇所 （小数点第４位四捨五入）

5-2　本管口仕上における止水セメントの数量は、5-1の方法と同様に算出する。 2023積算資料P36

Ｖ ＝ m3/箇所 （小数点第４位四捨五入）0.010

0.010

1.350 1.25 0.050

1.350

1.250

0.050

3.0613 4

52.50 1.1

9.18384 10

9.1838 3.00

1.10

1.350 1.250 0.0114

C6-140-12

1.350

1.250

0.01140

52.50

0.758 1

1500.671 2.3 2.98950

2.3

2.98

C6-140-12

1500.671

950
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6.マンホール底部仕上工

マンホール底部仕上工の数量は、次式により算出する。 2023積算資料P40

※１か所目（MHNo.162831030）　当初未計上

Ａ2＝（π×ｄ1
2÷4－ｄ×ｄ1）＋（π×ｄ÷2×ｄ1）

Ａ2：上塗りモルタル面積（㎡）

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｄ1：マンホール内径（ｍ） マンホール内径　ｄ1 ｍ

Ａ2＝ （ π × 2 ÷ 4 － × ）

＋ （ π × ÷ 2 × ）

＝ ㎡ （小数点第４位四捨五入）

Ⅴ２＝Ａ２×ｈ

Ｖ2：上塗りモルタル体積（m3）

ｈ：ストリップ高さ（ｍ） ストリップ高さ ｍ

※２か所目（MHNo.162820410）　当初未計上

Ａ2＝（π×ｄ1
2÷4－ｄ×ｄ1）＋（π×ｄ÷2×ｄ1）

Ａ2：上塗りモルタル面積（㎡）

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

ｄ1：マンホール内径（ｍ） マンホール内径　ｄ2 ｍ

Ａ2＝ （ π × 2 ÷ 4 － × ）

＋ （ π × ÷ 2 × ）

＝ ㎡ （小数点第４位四捨五入）

Ⅴ２＝Ａ２×ｈ

Ｖ2：上塗りモルタル体積（m3）

ｈ：ストリップ高さ（ｍ） ストリップ高さ ｍ

7.仮製管作成工　ストリップ延長

仮製管延長は、1m分計上する。 2023積算資料P50

ｌ＝π×ｄ×Ｌ÷Ｗ 2023積算資料P9

ｌ：仮製管ストリップ延長（ｍ） ストリップ種類

ｄ：製管内径（ｍ） 製管内径　ｄ ｍ

Ｌ：施工延長（ｍ） 施工延長　Ｌ ｍ

Ｗ：ストリップ幅（ｍ） ストリップ幅　Ｗ ｍ

ｌ＝ π × × ÷

= ｍ （小数点第４位四捨五入）28.050

1.250 1.00 0.140

0.140

C6-140-12

1.250

1.00

0.025

0

0.000

0.000 1.250 0.000

1.250 0.000

1.250

0.025

1.250 0.000

0

0.000 1.250 0.000

1.250

0.000
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8.機械器具損料 2023積算資料P54

製管ユニット時間当たり器具損料（時間）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×１日当たり製管時間（６時間）

＝ 1 × 1 × 6 ＝ 時間

製管ユニット供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

製管ゲージ時間当たり器具損料（時間）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×１日当たり製管時間（６時間）

＝ 1 × 1 × 6 ＝ 時間

製管ゲージ供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

発動発電機日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）

＝ 1 × 1 ＝ 日

発動発電機供用日当たり器具損料（日）

＝製管台数（台）×製管日数（日）×供用日係数（1.00）

＝ 1 × 1 × 1.00 ＝ 日

1

1

1

6

6

1
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ＳＷライナー工法 日進量算定表 2023積算資料P56

本管洗浄工 2023積算資料P57
本管洗浄工

別途算出(全ｽﾊﾟﾝ合算延長)
標準作業量 80 70 60

― 施工延長 ｍ 既設管径 ㎜ 全ｽﾊﾟﾝ合算施工延長60ｍ以下は1日計上

管渠内調査工 2023積算資料P57
管きょ内目視調査工

別途算出(全ｽﾊﾟﾝ合算延長)
標準作業量

― 施工延長 ｍ

製管機準備工・製管工 2023積算資料P44

製管準備・製管工

1.00日

ストリップ接続工 2023積算資料P20

ストリップ接続工 ストリップ接続工 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

0.10日

製管機撤去工

製管機撤去工 製管機撤去工 回 1日当たり回数 回/日

0.13日

管内接続工 2023積算資料P60~61

接合部仕上工 既設管径 mm ｍ 1日当たり箇所数 3 箇所

0.00日

内面バンド設置工 既設管径 mm 標準施工延長 ｍ 1日当たり箇所数 4 箇所

0.00日

取付管仮穿孔工 2023積算資料P24~25

取付管仮穿孔工 取付管 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

1.13日

注入管・排水管取付工（管口・管内） 2023積算資料P33~34
取付時バイパス堰設置撤去工

（管口）
取付時バイパス堰設置撤去工（管口） 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

2023積算資料P22
注入管・排水管取付工

（管口）
2.0 3.0 4.0

0.38日 施工スパン数 1

注入管・排水管取付工
（管内）

0.00日

浮上対策工 2023積算資料P26

支保工 支保工設置撤去工（管口） 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

充てん工 2023積算資料P27~28

充てん工 注入量 m3 1日当たり注入量 m3/日

4.00日 ※充てん日数の最小日数は 日（2022.12協会問い合わせ）

管口仕上げ時止水プラグ又はバイパス堰設置撤去工 2023積算資料P41~42
管口仕上時バイパス堰設置撤

去工
管口仕上時バイパス堰設置撤去工 箇所

0.50日 1日当たり箇所数 箇所

仕上げ工 2021積算資料P35~38

本管口仕上工 2.0 3.0 4.0

0.75日 管口仕上 箇所

取付管口仕上工 取付管 箇所 1日当たり箇所数 箇所/日

1.13日

2023積算資料P39

マンホール底部仕上工 マンホール底部仕上 ㎡ 1日当たり作業面積 ㎡/日

0

合計

10.12

52.50 全ｽﾊﾟﾝ合算施工延長500ｍ以下は1日計上

52.50 1350

500 ｍ/日

900㎜未満 ｍ/日 900～1000未満 ｍ/日 1000以上 ｍ/日

時間

2

9 8

0 3.0

4.00

2

4

標準作業量
(既設管径）

1000未満 時間 1000以上1500未満 時間 1500以上

時間

スパン

12

24

9.18384 3.00

9 8

2

4

標準作業量
(止水ｾﾒﾝﾄ）

0.01m3以下 時間 0.01超え0.02以下 時間 0.02超え

1350 120

1.00 10

1 8

1350 標準施工延長 120
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取付管更生工【単独】

サイドライナー工 433 ﾗｲﾅｰ・反転形成工（不飽和ポリエステル樹脂仕様） 5 箇所 6 箇所/日 0.8 日 協会資料

455 ﾗｲﾅｰ・反転形成工（不飽和ポリエステル樹脂仕様） 4 箇所 6 箇所/日 0.7 日 協会資料

433 本管内取付管口仕上工（φ800～1500） 5 箇所 20 箇所/日 0.3 日 協会資料

455 本管内取付管口仕上工（φ800～1500） 4 箇所 20 箇所/日 0.2 日 協会資料

計 2.0 日

適用工  種 規   格 数量 日進量 実日数路　　線

22 
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撤去工【単独】

撤去工 433 モルタル除去工 4 箇所 10 箇所/日 0.4 日 見積

455 モルタル除去工 9 箇所 10 箇所/日 0.9 日 見積

計 1.3 日

適用工  種 規   格 数量 日進量 実日数路　　線

22 
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止水工　設計使用量

　異常箇所集計表（本管部）【Y字管工法】 補助

内　　　容 部　位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考

浸入水a・b 本管部（φ1350） 4.24 13 55.1 433路線 1.35m×π=4.24m

浸入水b 本管部（φ1350） 4.24 12 50.9 455路線 1.35m×π=4.24m

0

合　計 25 106.0

　異常箇所集計表（取付管口部）【Y字管工法】　補助

内　　　容 部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 補修長（m） 路　線 備　　考

浸入水b 取付管口部（φ150） 0.47 2 0.9 433路線 0.15m×π=0.47m

浸入水b 取付管口部（φ150） 0.47 3 1.4 455路線 0.15m×π=0.47m

0 0

合　計 5 2.3

　異常箇所集計表（取付管内部）【パッカー工法】　単独

内　　　容 部位 周長（ｍ/箇所） 箇所数 路　線

浸入水b 取付管内部（φ200） 4 433路線

浸入水b 取付管内部（φ150） 2 455路線

浸入水b 取付管内部（φ200） 1 455路線

0

合　計 7

　止水工数量表

内　　容 当初数量 単位 備　考

本管Y字管注入工（φ1350） 106.0 m 補助 Y字管工法

取付管口注入工（φ150） 2.3 m 補助 Y字管工法

取付管内注入工（φ150） 2 箇所 単独 パッカー工法

取付管内注入工（φ200） 5 箇所 単独 パッカー工法

　Y時管注入工法　標準薬液注入量　補助

内　容
1日当り
注入量
（L)

本管部
φ1350mm

981.0

取付管口部
取付管（Φ150㎜）

1436.4

　　パッカー注入工法　標準薬液注入量　単独

内　容
1日当り
注入量
（L)

備　　考

取付管内部
φ150㎜

975.0
日当り作業量「本管
目地：管径200mm」を
準用

取付管内部
φ200㎜

1079.0

本管標準
箇所当り注入量
（L/箇所)

1日当り
作業量
（箇所)

75 13

83 13

本管標準
ｍ当り注入量
（L/m)

1日当り
作業量
（ｍ)

65.4 15

79.8 18
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　　注入量計算

標準注入量 

　注入範囲　（V)=π［（D+2H）
2
-D
2
］/4×L V：注入対象土量（ｍ3）

 （V)=πL(DH+H
2
) D：管外径（ｍ）=1.35+0.103×2

H：注入厚（0.3ｍ）

L：注入幅（0.6ｍ）

　注入量　（Q)=V・ｎ・α（1+β）×1000 Q：標準注入量（L)

n：土の間隙率（40％を標準）

α：充填率（60％を標準）

β：損失係数（0.1）

上記を代入すると

注入範囲（V)　＝　π×0.6×（1.556×0.3＋0.3
2
）

＝1.05ｍ
3

注入量（Q）　＝　1.05×0.4×0.6（1+0.1）×1000

＝277.20L

よって、１箇所当たりの注入量は277.2Lとなる。

ｍに換算すると、　277.2L/箇所÷4.24ｍ/周長＝65.38L

よって、1ｍ当りの注入量は、65.4L　となる。

　　　取付管口部（取付管φ150mm）　注入量計算【Y字管工法】

注入量計算

　管径＝φ150㎜

標準注入量【下水道施設維持管理積算要領P127表5-2-5】

　注入量　（Q)=75L/箇所

管口部の場合は注入量1/2とする。

よって、1箇所当りの注入量は、37.5L　となる。

ｍに換算すると、　37.5L/箇所÷0.47ｍ/周長＝79.79L

よって、1ｍ当りの注入量は、79.8L　となる。

　　　取付管内部φ150mm　注入量計算【パッカー工法】

注入量計算

　管径＝φ150㎜

標準注入量【下水道施設維持管理積算要領P127表5-2-5】

　注入量　（Q)=75L/箇所

よって、1箇所当りの注入量は、75L　となる。

　　　取付管内部φ200mm　注入量計算【パッカー工法】

注入量計算

　管径＝φ200㎜

標準注入量【下水道施設維持管理積算要領P127表5-2-5】

　注入量　（Q)=83L/箇所

よって、1箇所当りの注入量は、83L　となる。

止水工作業日数 本管部【Y字管工法】 106.0 m

15 m/日

7.1 日

取付管口部【Y字管工法】 2.3 m

18 m/日

0.1 日

【パッカー工法】 7 箇所

13 箇所/日

0.5 日

標準作業量
補修日数

標準作業量
補修日数

　　　本管部φ1350mm　注入量計算【Y字管工法】

合計補修箇所
標準作業量
補修日数
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